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古くから栄えたパキスタン
　パキスタンについて良く知る人々はあま
り多くない。しかし、200万年前にはすで
に直立原人がパキスタンに住んで石器を
作っていたという。そして、教科書にも登
場するインダス文明などの様々な文明も繁
栄した。紀元前2500年から紀元前1800年に
繁栄したモヘンジョダロ遺跡、シルクロー
ドの重要な地であり、ローマへ通じたカイ
バル峠、ムガール帝国の皇帝によって17世
紀につくられたシャーラーマール庭園な
ど、現在も、様々な歴史的な見どころがあ
る。こうして、いろいろな国家が栄え、ま
た、18世紀には大英帝国の一部となったの
ち、ようやく1947年には近代国家として独
立を果たしたのである。さらに、主として
宗教的な相違から東パキスタンが1971年に
バングラデシュとして分離独立した後、パ
キスタン・イスラム共和国として今に至っ
ている。
　パキスタンは北緯24度から37度、東経62
度から75度に位置し、西にはインド、東に
はアフガニスタン、北西には中国と接し、
南側はアラビア海に面している。北側には
ヒマラヤ山脈、カラコルム山脈、ヒンズー
クシ山脈が走っているが、一方、大都会ラ

ホールを擁するパンジャブ州は平地が多
く、河川はインダス川となってアラビア海
に流れ込んでいる。国土の面積は80万㎢弱、
人口は1億8千万人で、人口密度は1㎢あた
り164人と高い。 国民の97%がイスラム教
徒というイスラム国家であり、首都は人口
120万人を超えるイスラマバードである。 
イスラマバードにある、暗殺された女性首
相の名を記念したベナジルブット国際空港
へは、成田空港から約11時間で到着する。
空港に到着したら、早速、パキスタンの通
貨ルピー（１ルピーは100パイサ）に両替
して、パキスタンを旅することにしよう。
公用語はウルドゥ語に加えて、いくつかの
言語が使われている。

農業国パキスタン
　パキスタンは農業国であり、農業は国家
経済の“背骨”として理解されている。農
業はGDPの約25%を占め、労働人口の約
半分が農業に従事していると考えられる。
とくに、地方人口の70%は農業に従事して
いることから、農業の重要性が理解されよ
う。気候的には、涼しく乾いた冬（12月か
ら２月）、温かく乾いた春（３月から４月）、
夏（５月から９月）、そして秋（10月から
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11月）、とはっきりとした四季に分かれて
いる。地方によっては夏には45℃にも達す
るが、北部では夏でも快適に過ごすことが
できる。一方、北部の冬は－10℃にも下が
る。7月から8月が雨季であり、月平均で
255mm程度の雨量があるが、他の季節の
雨は50mm程度にとどまる。このような気
候のもと、ヒヨコマメ（世界第２位）、ア
ンズ、ワタ、ナツメヤシ（それぞれ世界第
４位）、サトウキビおよびタマネギ（世界
第５位）などに加えて、かんきつ類、マン
ゴー、コムギ、イネなどが生産されている。
例外的な年もあるが、穀類、ワタ、魚類、
野菜、オレンジやマンゴーなどの果物、タ
バコ、加工魚類　および肉類の輸出国であ
り、植物油、コムギ、豆類などの不足分は
輸入している。珍しいところでは、アジア
で最大のラクダ市場であり、また、アジア
で第２のアンズとギーの市場ともなってい
る。ギーというのは牛乳から作られる発酵
バターの一種で、インドやパキスタンの料
理には欠かせない食材である。

パキスタンの作物と食事
　パキスタンでは、冬の終わりから夏の乾
季に作られるラビ作物（ラビとはアラビア
語で春の意）と呼ばれるコムギ、オオムギ、
豆類、ナタネ類と、雨季の開始に合わせて
夏から作られ冬になる前に収穫するカリフ
作物（アラビア語で秋の意）と呼ばれるイ
ネ、サトウキビ、ソルガム、トウモロコシ
などが重要である。これらの農作物が、ム
ガール帝国の伝統を引き継ぎ、また、トル
コや中央アジア、さらにイランなどの食文
化を取り入れた、独特で美味しいパキスタ
ン料理となる。羊や鶏肉のカレー、プラオ

と呼ばれるピラフに似ている米料理など
は、パキスタン人だけでなく外国人にも人
気がある。

パキスタンのジャガイモ
　パキスタンで栽培されるいも類として
は、ジャガイモ、サツマイモ、キャッサバ、
およびヤムイモなどがある。しかし、その
中心はジャガイモである。パキスタンでも
ジャガイモは、茹でたり、オーブンで焼い
たり、あるいは、そのほかの様々な方法で
料理される。おかずとしても、またスナッ
クとしても食べるが、ポテトフライとして
食べることが多い。パキスタンではジャガ
イモのことを「アールー」とウルドゥ語で
呼ぶが、南アジアには16世紀後半か17世紀
初めに、まずポルトガル人によって持ち込
まれたと考えられている。1947年にパキス
タンが独立した時には、しかし、3,000ha
弱のジャガイモ畑しかなく、３万ｔ弱の生
産しかなかった。1980年代になっても、パ
キスタンは依然としてその人口圧力のため
に、食料に輸入国であり続けた。なにしろ、
1960年代から1970年代にわたって人口増加
が続き、2003年の人口は１億5,000万人と、
1961年の３倍となったのである。そのよう
な状況の下で、農民たちはジャガイモ生産
にも積極的に取り組み、栽培面積も収量も
増加を続けた。その結果、灌漑施設の充実
とも相まって、1990年代の半ばまでには年
間100万ｔを、2003年には、200万ｔを超え
るようになった。なお、政府やFAOの統
計よりも、現実にはもっと早く、おそらく
1980年代の半ばには100万ｔを越えたとい
う説もある。いずれにしても、過去20年間
において、ジャガイモはパキスタンにおい
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て生産量が最も速く伸びた作物であること
に、間違いない。

ジャガイモの栽培とその問題点
　パキスタンは灌漑が進んでおり、その主
たる水源はインダス川である。そして、パ
キスタンでは灌漑施設さえあればどこでで
もジャガイモを栽培することができる。し
かし主産地としては、パンジャブ州中央か
ら北部にある平原地帯があげられ、そこで
パキスタン全土のおよそ半分にあたる量が
生産されている（図１）。パキスタンでは
１ha前後、大きくても５ha以下の農地を
持つ農民が約85%を占めているが、相続な
どにより農地が分割される傾向にあり、そ
のため生産力の高い農作物が好まれる。そ
のような農民にとって、ジャガイモは最適
であり、ジャガイモの生産が増える一つの
理由ともなっている。パンジャブ州のジャ
ガイモ農家は平均よりやや大きい農地を有
するが、高原や山岳地帯では圧倒的に狭い
農地でジャガイモが作られている（図２）。
　灌漑施設があるため、ジャガイモの栽培
は多くは温度に影響される。とくに暑い季
節は不適当なので、平地では秋と春の２回、
高原地帯では夏の１回が栽培の時期とな

る。中でも平地の秋作はとても重要で、全
生産量の65から70%を占めている。秋作で
は10月の第１あるいは第２週までに植え付
けされるが、初期の高温下で葉が良く茂り、
後期の寒さで、いもの肥大が期待される。
収穫は、価格、日長、場所によっては降霜
が限定要因となるが、およそ２月である。
ジャガイモ農家の希望は、価格の高い12月
になったら早くに、収穫したいというもの
であるが。
　一方、春作は全生産量の15%を占めるの
みであり、いもの肥大期間が短く、また、
アブラムシの飛来とそれにともなう病害の
蔓延の恐れがあることから、秋作ほど盛ん
ではない。ただ、次作のための種いも生産
には重要となる。夏作の生産量はさらに少
なく、標高の高いところで行われる。冷蔵
して品質の悪くなったジャガイモしか無い
季節に、新鮮なジャガイモを供給できると
いう利点がある。

パキスタンにおけるジャガイモ栽培法
　土壌条件や前作にもよるが、栽培を始め
る前に２～３回は耕して、土を柔らかく、
細かくし、さらに、均平化する。これらの図１　パンジャブ州の広大なジャガイモ畑

図２　 小型収穫機による収穫風景（2012年2月のパ
ンジャブ州で） 
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作業には、以前よりもトラクターなどが使
われるようになってきている。そして、種
いもを植え付ける２週間前には、灌水が行
われる。パキスタンでも今では、肥料や農
薬はよく使われている。標準的な施肥量は
実験的に確かめられ、農家に推薦されてい
るが、実際はどうなっているのかはっきり
しない点も多い。パンジャブ州平野部の標
準は植え付け時に１haあたり、窒素
250kg、リン酸とカリウムがそれぞれ
125kgを帯状施肥するものである（Malik 
1995）。追肥として植え付け後30～40日で
窒素を施用することも行われる。また、亜
鉛欠乏が心配される場合は硫酸亜鉛の施用
も行われる。堆肥も利用するが不足を補う
ために、アルファルファ、セスバニア、エ
ジプトクローバなどのマメ科植物による緑
肥も使われる。また、種いも代金は農家に
とっては大きな負担であり、生産費の30～
40％を占める。大きい種いもは40から50ｇ
に切り分けて、畝間60から80㎝、株間15か
ら20cmで植え付ける。なお、灌漑が十分
に行われる地域では、植え付け密度が高く
なる傾向がある。畝を作らない場合もある
が、多くは畝を立てて植え付ける。そして、
植え付け後100～120日後には収穫となる。
値段が高いと思えば、やや小さくても早め
に収穫することもある。大規模農園では完
全に機械で収穫することもあるが、小規模
な農家では昔ながらに鋤で起こしてから手
で収穫することが多い。収穫後数日は日陰
において乾燥し、仕分けしていく。国内消
費だけでなく、年によって量に違いがある
が、スリランカ、アフガニスタン、マレー
シアなどに輸出されることもある。

ジャガイモ品種と種いも生産
　パキスタンで利用されるジャガイモの品
種はそれほど多様ではない。多くは、オラ
ンダに由来するもので、皮の赤いデジレー、
ウルティマム、そしてカーディナルが北部
および中央部で栽培されてきた。そして、
皮の白っぽい品種であるディアマント、パ
トロンス、マルタ、そしてアジャックスは
南部を中心に作られてきた。赤い皮の品種
の方がおいしく、料理に適しており、白い
皮の品種はやや安くポテトチップスなどに
適しているとされる。しかし、つねにウイ
ルス感染はこれらの品種の栽培において問
題となってきた。収穫したいもをそのまま
続けて種いもとして利用する場合が多いた
め、ウイルス感染が大きな問題となるのは、
当然である。そしてその被害は、標高の高
い地域と比べると、ジャガイモ栽培が広く
行われ、かつ、ウイルスを媒介するアブラ
ムシの発生が多い平野部で大きい。また、
秋作より春作で被害が大きい。そのため、
国の機関あるいは一部は企業による健全種
いもの組織的な生産も行われるようになっ
ている。このような種いもは、品種の特性
がはっきりとしており、また、病害虫の感
染がなく、活性の高い認証種いもとなる。
ただ、どのような点について認証したのか
は、地方によって異なることもあり注意が
必要である。また、価格も高いことが多い
ので、そのような高品質の種いもを購入す
ることは一つの投資といえる。パキスタン
における健全種いも生産は、スイス開発機
構（CDC）と国際いも類研究センター（CIP）
の協働によるプログラムで、さらに推進さ
れてきた。春作の種いものウイルス汚染に
着目し、その利用を避けるようにするなど、
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指導は効果をあげている。各地方に健全種
いもを供給する施設もつくられるように
なった。とはいえ、1995年には認証された
健全種いもの利用率は１%にも届いていな
かった。一方、その少ない健全種いもを利
用して、それを増殖し高品質の種いもとし
て販売する農家もあり、制度としては不十
分ではあるが、それぞれに努力がなされて
いるというところであろう（図３）。

美味しいジャガイモ
　パキスタンではジャガイモは、一般に、
地方より、都会で多く消費されている。お
かずとして重要であり、様々なスパイスな
どと混ぜたものが多く、値段の安い冬には
さらに多く消費される傾向にある。貯蔵に
ついても工夫がなされ、種いもであれば
１℃に、消費用のジャガイモであれば、そ
れより数度高い温度で保って保存する施設
が作られている。保存法の改善により、ジャ
ガイモが腐って品質が悪くなることも抑制
されるようになった。インダス川上流など
の地域によっては、収穫したジャガイモを
藁をかぶせて圃場において保存し、４月半
ばまで品質を保つこともできる。ただ、多

くの農民は早く収穫したジャガイモを売っ
て現金を手に入れ、場合によっては借金を
返すことの方に関心があるため、市場価格
をにらんで出荷を調整するということはあ
まり行われないようだ。 こうしてマーケッ
トに出たジャガイモは、様々な美味しい食
べ物に変身する。ジャガイモの粉を細切れ
に麺のようにし、揚げてスパイスで味付け
したスナックであるジャガイモブフー
ジャ。これはサラダなどの上から振り掛け
て食べてもおいしいとか。次は、ジャガイ
モとご飯のまぜたもの。日本的にはごはん
とジャガイモがいっしょというのは、
ちょっと納得できないと言われそうだが。
さらに、ジャガイモのフライ（図４）、ひ
き肉とジャガイモの炒め物、カリフラワー
とジャガイモの炒め物（図５）、ゆで卵と
ジャガイモのカレー（図６）、……など、
バリエーションは尽きない。１億５千万人
を超える人口が、毎年200万tを超えるジャ
ガイモを消費しているパキスタン。一人あ
たり12kgを食べている計算になるが、都
会化はジャガイモの消費を増大させるもの
と考えられる。筆者らは植物ウイルスの研
究をしているが、ウイルス病をはじめとす

図３　 種いもを得るために行われている夏のトンネ
ル栽培（パンジャブ州） 

図４　フライドポテトはやはり一番人気
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る病害の防除が可能になり、健全なジャガ
イモが安定的に生産されることを願ってい
る。

筆者紹介
Muhammad Shafi q Shahid（M.S.シ ャ ヒ
ド）；1977年パキスタン生まれ。パキスタ
ンの情報科学研究所生物科学部勤務の後、
現在、東京農業大学博士研究員としてウイ
ルス病の研究に従事。
夏秋　啓子；東京農業大学国際農業開発学
科教授

図５　カリフラワーなどとジャガイモの炒め物

図６　 ゆで卵とジャガイモのカレー。下の方に見え
るのはチャパティ（パンの一種） 

海外情報-パキスタン編.indd   50海外情報-パキスタン編.indd   50 2012/06/13   18:13:372012/06/13   18:13:37



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


